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1 はじめに
携帯電話利用者の低年齢化により，携帯電話からイ

ンターネットを利用する機能であるモバイルインター
ネットが普及している．モバイルインターネットには，
様々なサービスがあり，中でも，中高生を中心としたプ
ロフ遊びが盛んにおこなわれている．この中では，プ
ロフィールサイト（以下，プロフと略記）を利用した
情報交換が盛んに行われている.
しかし，プロフに起因した問題も懸念 [1]されてお

り，非行逸脱行為の誘発，ネットいじめや見知らぬ大
人との出会いなどその問題は多岐にわたる．その問題
はこれらへの対策として，インターネット上での子ど
もの見守り活動を支援するシステムの開発 [2]や学校非
公式サイトにおける有害情報検出に関する研究 [3]が行
われている．前者の取り組みでは，人手でネットパト
ロールした結果を蓄積・共有する仕組みを構築してお
り，見知らぬ大人との出会いや非行逸脱行為の未然防
止に貢献している．しかし，ネットパトロール業務は人
手で実施しておりインターネット上の膨大な情報を網
羅的に監視することは困難な状況である．後者の研究
では，ネットパトロールの支援を目的として，電子掲示
板の記事を対象に，SVM（Support Vector Machine）[5]
を用いて有害情報を自動判別する手法を提案しており，
高精度に有害情報を判別する仕組みを実現している．
それに対し，本研究では，非行逸脱行為や危険な行

動を行っている生徒（以下，非行者と略記）を検出す
ることが目的であるため，プロフを対象に解析する必
要があり，電子掲示板を対象とした手法を用いること
は困難である．そのため，本研究ではプロフに記述さ
れている内容を解析し，非行逸脱行為の有無を自動的
に判別する手法を検討する．

2 研究概要
本研究では，非行逸脱行為の有無を自動判別する手

法を検討する．本システムの全体構想を図 1に示す．本
研究は，3つの機能で構成されている．まず，非行逸
脱語の出現項目判別機能では，プロフの項目（HN，嗜
好品や学年など）の中で，非行逸脱行為に関する情報
が頻出する項目を判別する．次に，略語推定機能では，
原語と略語表現を対応付け，略語辞書の自動拡張を行
う．このことによりプロフの各項目に用いられるたば
この銘柄やお酒の名称などの様々な略称に対応した非
行逸脱行為の判定が可能となる．非行逸脱行為判定機
能では，上述の 2つの機能の結果を用いて非行逸脱度
合いを算出し，非行者の判定を行う．本論文では，事
前処理部の出現項目判別機能と略語推定機能における
略語候補抽出処理について詳述する．

3 出現項目判別機能
非行逸脱行為の判定において，文章全体を非行逸脱

行為の判定処理にかけた場合に，誤判定が多く発生し，
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図 1: 非行逸脱行為判定システムの全体構想図

適合率が低下すると考えられる．そのため，本機能で
は非行逸脱語の出現する範囲を限定するため，非行逸
脱語が頻出する項目を特定する．まず，項目の分割処
理では，VIPSアルゴリズム [5]を用いて，プロフペー
ジをブロック単位に細分化する．次に，非行逸脱行為
の判定処理では，非行逸脱語のコア辞書を用いて，各
ブロックに非行逸脱語が含まれるかを判別する．そし
て，項目名の抽出処理では，非行逸脱語が含まれてい
るブロックの記述内容を文字列に分割し，DF値を算出
する．ここで，頻出する項目に偏る傾向が見られる場
合は，DF値が高い値を示すと考えられる．最後に，項
目名の抽出処理で得られた文字列から，ストップワー
ドと記号を除去した結果を非行逸脱用語出現項目の判
別キーとし，DF値と共にデータベースへ登録する．

4 略語推定機能
略語推定機能では，非行逸脱行為の出現項目判別機

能にて取得した判別キーを用いて，略語候補が含まれ
る項目の文章を抽出する．そして得られた文章と原語
辞書を用いて，略語候補と原語の対を対応関係候補と
して抽出する．最後に，対応関係候補を元に，略語推
定を行い，略語と原語の対を辞書に登録する．本章で
は略語候補抽出処理について詳述する．
略語候補抽出処理では，解析対象項目の抽出処理に

て得られた項目の文書を入力として,略語辞書の語句と
検出した略語候補の一致率を算出し略語候補を抽出す
る.辞書には非行逸脱行為に関係する原語が単語区切り
で登録されている.処理の詳細は図 2の通りである．
まず，略語の多くは,単語の頭文字を含む特性がある

ため，辞書に登録されている各原語の頭文字を用いて
略語の先頭文字を検索する.次に，一致した先頭文字の
次文字が，原語に含まれるかを再帰的に検索し，略語
範囲を推定する.略語に含まれる文字は原語中に含まれ
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図 2: 略語候補抽出手法の流れ

る確率が高く,その中でも単語区切りの頭文字である可
能性が高いと考えられる.一文字ずつ検索を進め,原語
中に含まれない文字が出現した時点で略語範囲の推定
を終了する.最後に，推定された略語と原語の文字一致
率を計算し,略語推定候補として抽出する.

5 略語候補抽出手法に関する評価実験
5.1 実験内容

本評価実験では，プロフの記述内容から適切に非行
逸脱行為の原語に対応した略語候補の抽出が可能であ
るか評価をする.また， 本実験では，出現項目判別機
能の有効性を証明するため，出現項目判別機能で項目
を限定した場合と，項目全体を対象とした場合の精度
について比較検証する．ここでは，非行逸脱行為の判
定として，喫煙行為の有無の判定を想定し，たばこの
略称候補と原語との対応付け精度を評価する．
本実験で用いるデータは，楽天社が運営する「前略

プロフィール [6]」から抽出したたばこの銘柄の略称が
含まれているプロフページ 500件とする．また，原語
辞書には，「たばこの銘柄」190件を人手で登録した．
略語候補抽出処理の精度は，500名のプロフページ

内のたばこの銘柄の略語を原語と対応付けて正確に抽
出した割合で評価する．ここで，抽出した略語候補の
中で，最も文字一致率の高い候補を代表語とし，その
代表語と略語候補の対が同一の内容を指していると判
断できた場合に抽出成功とする．なお，各ユーザのプ
ロフデータに複数のだばこの銘柄の略語が存在する場
合，一組でも正しく抽出できていれば正解とする．ま
た，実験結果の精度を評価するために，評価指標とし
て F値 (F-measure)を用いる．F値は適合率 (precision)
と再現率 (recall)の調和平均であり，F値の値が大きい
ほど正確性と網羅性を持った結果であることを示す．

5.2 実験結果と考察

実験結果を表 1，表 2に示す．表 1は，略語候補抽出
の結果の一例である．この結果から，特徴的な略語を
抽出出来ていることが分かる．表２は，略語候補抽出
の対象を項目全体とした場合と出現項目判別機能を用
いた場合の精度を表している．出現項目判別機能を用
いて解析項目を限定した場合，F値 0.76と項目全体を
対象とした場合と比較して良好な結果を得ることがで
きた．一方，全項目を対象とした場合，「ラーメン」を
「ラーク　メンソール」の略語候補と抽出するなど，原
語の頭文字を含み似ている語を略語候補に挙げる誤抽
出が多くみられた．このことから，略語候補を抽出す
るにあたり出現項目判別機能を用いることで，より精
度の高い候補を求めることができると考えられる．こ
れらの結果から，略語候補の抽出には出現項目判別機
能を用いることで，精度の高い候補を抽出可能である
ことが分かった．
また，共通して精度を低下させる要因は，原語の頭

文字が含まれない略語や原語には含まれない語句が用
いられる略語であることが分かった．前者は，「マルボ

表 1: 略語候補抽出処理の結果（一部抜粋）
抽出略語 原語
マイセン マイルド　セブン
マルライ マルボロ　ライト
マルメラ マルボロ　ライト　メンソール
ゴルバ ゴールデン　バット

キャスマイ キャスター　マイルド

表 2: 略語候補抽出処理の精度
precision recall F-measure

項目全体 0.40 0.40 0.40
項目限定 0.74 0.79 0.76

ロ　ブラック　メンソール」に対して「ブラメン」と
略される場合である．後者は，「マルボロ　ライト」が
「金マル」と略される事があるが，原語にない「金」と
いう単語はパッケージの色によってもたらされている．

6 おわりに
本研究では，非行逸脱行為判定システムの全体構想

を述べ，事前処理部の「出現項目判別機能」と「略語
推定機能」の手法を提案した．評価実験の結果，プロ
フページの文章全体を用いた場合と比較し，略語候補
を高精度に抽出できることが分かった．この結果から，
本提案手法は，非行逸脱行為判定システムの略語候補
抽出処理に有効であることが分かる．今後は評価実験
にて明らかとなった原語の頭文字を含まない略語と原
語に含まれない語句が用いられている略語の抽出の課
題を解決した略語推定処理の実現に取り組む．
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